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しかるに鼠 らい加熱死菌 を練返 し注射す る
と,乳癌発生は著 しく減少 し,又,発生 した場
合でも対且酎照処置群に比べて顕著に遅延 して発
生 した｡
更にレプロミン反応はことに,晩期において
対照無処置群に比べても判然と増強が認められ
た ｡
即ち鼠 らい死薗頻回注射によるマウス乳癌発
生の抑制と, レプロミン反応の増強との問には
何 らかの関係があると思われる成績を得た｡
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